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ボート競技 水上のスポーツ ≠ 陸上のスポーツとは違った点がある   救助（モーター）までの時間がかかる 

 

水に落ちる（落水、沈艇、チン）  喉に水が入って、パニック・呼吸しづらくなる          顔が水に入る＝呼吸できない 

体温が奪われ低下する 力が入らなくなり艇につかまっていられなくなる 

そのためにどうするか？ 

(1)出艇する・しない の気象判断（天気予報のチェック tenki.jp） 

(2)雷→すぐに帰艇・上げる  突風・強風→帰艇 or 無理に漕がずに岸に漂着し上陸 

(3)艇の整備、オールの整備をする  リガーのボルトナット  ヒールロープ 

(4)航行ルールを守る（裏ページ）  他の艇とぶつからないため、遅い艇は岸側へ 

(5)沈艇時の対処法を覚える 艇(やオール)につかまる、離れない・泳がない 

 

誰か（他のチームの人でも）が沈艇していたら 大声で 他の艇+陸上の人+モーター に伝える。 落水者を見て、声をかけ続ける。 

少しでも早く救助に向かえるように 

少しでも早く救助に向かえるように 大丈夫、つかまって、離れるな 

危険なのは 雷 ・ 風 



 

住所；石狩市生振３６７番
地 

車に注意(左右を確認する) 

緊急時(雷・突風)は、一直線にランデ
ィングに戻っても良い(他艇に気をつ

けながら) 


